
令和７年度　仕様書

工事名称 川越市立川越高等学校体育館空調設備等整備工事

工事場所 川越市旭町２丁目３番地７

【工事大要】
  川越市立川越高等学校体育館に空調設備等を整備する工事である。

  構造・規模
    体育館  ＲＣ造  地上２階、地下１階建て

  ・機械設備工事  一式
  ・電気設備工事  一式 
  ・建築工事      一式



工事費内訳 1

名　　　　　　　　　　称 数　　量 単位 金　　　　　額 備　　　考

直接工事費      

機械設備工事    

1   

式

電気設備工事    

1   

式

建築工事        

1   

式

計

共通費          

  共通仮設費    

1   

式

  現場管理費    

1   

式

  一般管理費等  

1   

式

計

工事価格        

1   

式

消費税等相当額  

1   

式

工事費          

1   

式



工事種別内訳 2

名　　　　　　　　　　称 数　　量 単位 金　　　　　額 備　　　考

機械設備工事    

1   

式

電気設備工事    

1   

式

建築工事        

1   

式

計



機械設備工事　科目別内訳 3

市立川越高等学校　体育館

名　　　　　　　　　　称 数　　量 単位 金　　　　　額 備　　　考

空気調和設備    

1   

式

ガス設備        

1   

式

計



電気設備工事　科目別内訳 4

市立川越高等学校　体育館

名　　　　　　　　　　称 数　　量 単位 金　　　　　額 備　　　考

電灯設備        

1   

式

動力設備        

1   

式

発生材処理      

1   

式

計



建築工事　科目別内訳 5

市立川越高等学校　体育館

名　　　　　　　　　　称 数　　量 単位 金　　　　　額 備　　　考

直接仮設        

1   

式

外構改修        

1   

式

防水改修        

1   

式

躯体改修        

1   

式

建具改修        

1   

式

塗装改修        

1   

式

その他改修      

1   

式

発生材処分      

1   

式

計





工 事 名 称
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埼玉県知事登録 (3) 第９９２３号

一級建築士大臣登録第６６１２７号

宮 原 克 平

特記仕様書総合企画 ㈱アーバン設計川越市立川越高等学校体育館空調設備等整備工事

１３．屋内にある既存の支持金物は原則再使用とするが、詳細は協議により決定する。

請負契約金額 1000万以上1億円未満 原則１回

１０．法定外労災保険等

２．工事場所

２．施工中の安全管理には充分留意し、必要に応じて標識、仮囲いなどの安全処置を施すこと。

川越市立川越高等学校体育館空調設備等整備工事

川越市旭町２丁目３番地７

３．本工事において、既存建物などに損傷等を与えた場合は、受注者の責任において修復すること。

提出する。ただし、施工計画書の作成を要しない簡易な工事については、あらかじめ監督員の承諾を受け、省略することができる。

(3) 完成写真：本工事主要部分の完成写真を撮影し、アルバム整理のうえ、１部提出すること。

Ⅱ.一般事項

９．工事の保険等

(1) 完成図：施工完成図・機器完成図および取扱説明書、保証書等をとりまとめ、２部提出すること。

(4) 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

１．施工工程の詳細については監督員その他関係者と充分協議し、当該施設の運営等に支障をきたさないよう留意すること。

設計図書に定められた内容に疑義が生じたり、現場の納まり又は取り合い等の関係で、

１．設計図書の順位

工事の着手に先立ち、工事の総合的な計画および工種別に機器、材料、工法などを具体的にまとめた施工計画書を作成し監督員に

(1) 質問回答書 (2) 特記仕様書 (3) 設計図

１１．工事実績情報の登録

(1)工事目的物、工事材料等について、建設保険、火災保険、組立保険等に加入し、その写しを監督員に提出する。

７．請負契約金額が５００万円以上の場合は、ワンデーレスポンスの対象工事とする。

３．特記仕様書のうち選択する項目は、〇印の付いたものを適用する。適用しない項目等は斜線または、無印とする。

(2) 完成図データー：完成図を電子データー（ｄｗｇ、ｄｘｆ、jｗｗなど）にて１部提出すること。

本工事において、受注者は法定外の労災保険に付さなければならない。

１４．完成図書

Ⅵ. 注記事項

受注者は、受注時、変更時、完成時、訂正時の各時点における請負代金額が５００万円以上の工事については、

(2)期間は工事完成期日後１４日を含むこと。

６．施工計画書

設計図書によることが困難又は不都合な場合が生じたときは、監督員と協議し、指示を受けること。

２．疑義に対する協議等

４．機器等に不具合等を発見した場合は、速やかに監督員に報告すること。

１３．中間検査

公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）（最新版）、（建築工事編）（最新版）、（電気設備工事編）（最新版）

５．工事目的物引渡しまでに、施設運営上やむをえず工事対象物を使用する場合は、約款に基づく部分使用に係る手続きを行う。

Ⅰ.工事概要

２．１．以外の施工条件は、別図Ｇ-02による。

主任技術者又は監理技術者の専任を要しないものとする。

１２．工事写真

関係法令に遵守し適切に処理する。

「登録内容確認書（登録データの一覧表を含む。）」の写しを速やかに監督員に提出しなければならない。

本工事における撤去発生材については、受注者の責任で構外に搬出し、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」等の

公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）（最新版）、（建築工事編）（最新版）、（電気設備工事編）（最新版）

８．施工体制台帳・施工体系図

自然災害の発生又は埋蔵文化財調査等により発注者からの通知により、工事を全面的に一時中止にしている場合は、

１１．屋外に使用する支持材は原則としてステンレス製とする。（施工状況によっては溶融亜鉛めっきも可とする）

５．工事範囲 図示のとおり

７．実施工程表

簡易な工事については、あらかじめ監督員の承諾を受け、省略することができる。

作成し、監督員に提出すること。また、施工体系図は工事看板とともに掲示すること。

工事実績情報システム（コリンズ）に登録するとともに、一般財団法人日本建設情報総合センター発行の

工事実績情報として「登録のための確認のお願い」を作成し、監督員の確認を受けたうえ、

工事の着手に先立ち、実施工程表を作成し、監督員の承諾を受ける。ただし、実施工程表の作成を要しない

施工前、施工工程および完成後確認困難な箇所等を撮影し、整理のうえ、１部提出すること。

工事の一部を下請施工させる場合は、下請負人に関する事項を記載した施工体制台帳および施工体系図を

Ⅳ. 施工条件

４．発生材の処理等

１．工事名称

３．工事内容

本工事は、川越市立川越高等学校の体育館に空調設備等を整備する工事である。

６．毎作業終了時には、後片付け及び清掃を行い、作業現場の美化等に努めること。

８．既設の家具・什器等の移動については、原則受注者の責任により行うこととする。

Ⅶ. 改修一般事項（付加事項）

埋立処分（管理型最終処分場）

（ハ）石綿含有仕上塗材部等の改修により発生した粉塵や屑ならびに濁水

（１）行政機関の休日に関する法律に定める行政機関の休日は、施工しない。

１．施工日及び施工時間は、次による。

（３）石綿含有建材の処分

（２）石綿含有仕上塗材部の改修

Ⅲ.環境配慮改修工事

（１）石綿含有成形板の除去

石綿含有成形板の除去（レベル３）

監督員と協議のうえ、湿潤化した状態で作業を行う。

ただし、やむを得ず原形のまま取り外すことが技術上著しく困難な場合は、

石綿含有成形板等の除去は、石綿則に基づき、原形のまま、手ばらしで行う。

石綿含有建材の処分（石綿含有産業廃棄物）

埋立処分（管理型最終処分場）

（イ）石綿含有せっこうボード

（ロ）石綿含有せっこうボードを除く石綿含有成形板および石綿含有仕上塗材

埋立処分（安定型最終処分場）

中間処理（溶融施設または無害化処理施設）

２．石綿含有建材の事前調査

工事着手に先立ち、目視及び貸与する設計図書等により石綿を含有している吹き付け材、成形板、建築材料等の

使用の有無について、有資格者による調査を実施し、関係省庁及び監督員に報告すること。

調査範囲（ 改修範囲 ）

貸与資料（ ・ あり ・ なし ）

コア抜き作業には、湿式ダイヤモンドコアドリルを使用し作業を行う。

アンカー打設などの穿孔作業には、集塵機能付ドリルを使用し、粉塵を回収する。

石綿障害予防規則、建設リサイクル法その他関係法令を遵守する。

大気汚染防止法、廃棄物の処理及び清掃に関する法律、労働安全衛生法、

その他の一般事項は、公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編） 9.1.2 による。

１．一般事項

３．石綿含有建材の事前調査により石綿含有ありと判明した場合、または図示により

（３）専任期間の中断

（１）専任期間の始期

Ⅴ. 工事仕様

残っている場合は、主任技術者又は監理技術者の専任を要しないものとする。

工事完了後、検査が終了し（発注者の都合により検査が遅延した場合は除く。）、事務手続き、後片付けのみが

（２）専任期間の終期

の期間については、主任技術者又は監理技術者の専任を要しないものとする。

請負契約締結の日から、現場施工に着手するまで（現場事務所の設置、資機材の搬入又は仮設工事が開始されるまで）

４．主任技術者又は監理技術者の専任期間(建設業法により必要になった場合）

１．耐震計算に用いる設計用水平震度は、室外機設置場所が１階の場合はＫＨ＝１．０とする。

２．室外機据付のあと施工アンカーは、種類ごとに１箇所引抜試験を行うこと。

（１）内部足場 ・ 脚立足場 ・ 枠組足場 ・くさび緊結式足場 ・ ローリングタワー

絶縁抵抗試験、接地抵抗試験、ガス配管気密試験

４．１系統のガス消費量が７０ｋＷ以上の場合、消防法の「火気使用設備等の設置届」が必要となるため、消火器設置を見込むこと。

５．冷媒配管：断熱材被覆銅管（国土交通省標準仕様適合品とする。）（断熱厚さ：液管10ｍｍ以上、ガス管20ｍｍ以上）

６．ドレン管：保温機能付空調用ドレン管（屋内）、カラー硬質塩化ビニル管（屋外・色は監督員と協議のこと）

８．連絡線：CEE-Sケーブル（原則冷媒管共巻とする）

１０．電源線：CEケーブル、CETケーブル、EEFケーブル（室内機用電源線は冷媒管共巻とし、連絡線より50ｍｍ以上離隔をとること）

９．リモコン線：CEE-Sケーブル

７．冷媒管外装：カラーガルバリウム製ラッキング又は冷媒ラック（屋外）※色は監督員と協議のこと、合成樹脂製カバー（屋内）

１．本工事で単独に必要となる足場は下記により設ける。(・本工事 ・別契約の関係請負者が定着したものは無償で使用できる)

１４．建設発生土の処理は次とおりとする。

（２）外部足場 ・ Ａ種 ・ Ｂ種（くさび緊結式足場（手すり先行方式）） ・C種 ・ D種 ・ E種 ・ F種

なお、本工事で設置した足場作業構台の類は、無償で別契約の関係受注者等に使用させること。

３．試験項目は以下のとおりとする。

冷媒管気密試験（試験数値は選定メーカー要領による）、現地試運転試験（吸込・吹出温度測定、風量測定、ドレン通水試験）、

(4) 冷媒漏えい点検記録簿：電子データにて提出すること。

石綿の除去等措置が必要な場合は下記による。

１２．ガス設備は次による。

・ 液化石油ガス 一般配管： ・合成樹脂被覆鋼管 ・SGP(白)、地中埋設： ・PE管

（２）ガス漏れ警報遮断装置 漏洩検知装置は、流量検知式圧力監視型とする。

（３）液化石油ガスの供給権 ガス設備工事の施工者にガスの供給権は付帯しない。

・ 本工事により発生する建設発生土については、下記に示す土質改良プラントへの搬出を想定しているが、

別施設を選定する場合には、事前に監督員と協議すること。

・受入側名称（土質改良プラント）： 川越市大字赤坂１８００ー３ （株）ホートー 川越リサイクルプラント

・土質及び処分量： 約 １４．０３ ｍ３

・搬出時期： 令和７年 ７月 ～令和８年 2月 （予定）

･ 監督員が指示する構内の場所に敷きならす。 （ ・敷きならし ・たい積 ）

特記仕様書

（１)配管材料 ・ 都市ガス ガス事業者の供給規定による。埋設はPE管を原則とする。

９．工事の着手、施工、完成に当り、関係官公署などへの必要な届出手続等は受注者が代行し遅滞なく行うこと。

１０．RC造の躯体のコア抜きする際は、各所レントゲン撮影等の調査を行うこと。

公共設備工事標準図（機械設備工事編）（最新版）、（電気設備工事編）（最新版）

機械設備工事監理指針（最新版）、建築工事監理指針（最新版）、電気設備工事監理指針（最新版）

請負契約金額 1億円以上 原則２回

１１．本工事の仮設などで使用する電力やガスは、子メーターを設置するなど、使用量が分かるようにすること。

１２．工事の着手に先立ち、工事用打合せ図面（A3二つ折り製本）を２部提出すること。

また、事前調査結果と届出事項、石綿ばく露防止対策等の実施内容の掲示をすること。

また、「再生資源利用〔促進〕計画」を工事現場の公衆の見えやすい場所に掲げること。

完了時：再生資源利用実施書、同促進実施書、工事登録証明書

受注時：再生資源利用計画書、同促進計画書、工事登録証明書

受注時・完了時において建築副産物情報交換システムに情報を入力し、以下の書類を監督員に提出すること。

５．建設副産物実態報告について

（２）石綿含有廃棄物等処理マニュアル 第３版 （環境省監修 令和３年３月）

徹底マニュアル （厚生労働省、環境省監修 令和３年３月）

（１）建築物等の解体等に係る石綿ばく露防止及び石綿飛散漏えい防止対策

４．参考図書

１４．その他関連工事 ・ 有り(川越市立川越高等学校トレーニングルーム空調設備改修工事 ) ・ 無し

１３．工事名及び工事内容を記した工事看板（内容及び設置場所について監督員と協議したもの）を設置すること。

（３）夜間に施工する場合は、あらかじめ監督員の承諾を受ける。

変更する必要がある場合は、あらかじめ監督職員の承諾を受ける。

（２）施工時間は午前8：30から午後4：55とし、午後5：00には工事建物から退場していること。

ただし、監督職員の承諾を受けた場合は、この限りでない。



なお、詳細な作業実施時期ついては契約後、受注者、監督員及び施設管理者と協議により決定とする。

半分を工事しながら、半分を授業や部活動で並行利用できる状態とすること。
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■屋内施工については、原則として、１階・地下１階とも改修工事エリアを、前半工事・後半工事の２工区に分ける等、

・現調や準備作業等を行う際は、監督員や施設管理者と日程や場所の調整を行うこと。

・施設運用中の作業では、騒音等に十分配慮するとともに、生徒や教職員、一般利用者などへの十分な安全対策を施すこと。

・施設の運用に支障をきたさぬよう作業実施日や養生についての施設管理者側の要望に対し柔軟に対応すること。

・現場作業により備品等の破損が無いよう細心の注意を払い作業を行うこと。

・工事期間中、施工部屋以外の生徒や教職員、一般利用者などへの動線を確保すること。

・休校日または、運営時間外に実施しなければならない作業の際は、監督員や施設管理者等の許可を得て作業を行うこと。

施工条件等（川越高等学校）

■本工事は、工事施工の箇所を施設運営中に体育館利用を休止して施工するため、以下の点につき配慮し、作業及び工程管理を行うこと。

川越市立川越高等学校体育館空調設備等整備工事 総合企画 ㈱アーバン設計 案内図・配置図・施工条件等
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工 事 名 称

・学校の行事や試験期間中などは、原則音出し作業を禁止とし、詳細については施設管理者と協議により決定するものとする。



総合企画 （株）アーバン設計

名 称記 号

冷暖房機器表
設 置 場 所

仕 様
kW／W階 数 室 名

名 称記 号

冷暖房機器表
設 置 場 所

仕 様
kW／W階 数 室 名
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名 称記 号

冷暖房機器表
設 置 場 所

仕 様
kW／W階 数 室 名

名 称記 号

冷暖房機器表
設 置 場 所

仕 様
kW／W階 数 室 名



総合企画 （株）アーバン設計

冷媒管の自重負荷及び熱膨張負荷軽減のため、冷媒管の竪管へ1箇所竪バンドを設けること。

※ガス供給会社の規定による

※ガス供給会社の規定による

※ガス供給会社の規定による

空調用ドレンチャッキ弁(掃除口付)

記 号

冷媒管

凡 例

断熱材被覆銅管

ドレン管

断熱材の厚さ：液管は10.0mm以上 ガス管は20.0mm以上とする。

仕 様名 称

屋内：保温機能付空調用ドレン管(ACD)

注）室内機がドレンアップ仕様の場合は、ドレンアップ部を保温する。

屋外露出部は亜鉛メッキ鋼板製冷媒ラック（歩路用）（図示による）又は

屋内露出部は合成樹脂製カバーに納める。

屋外：耐候性向上仕様硬質ポリ塩化ビニル管(カラーVP)

室外機接続部：ドレンホース

屋内保温仕様（異種管接続部）

保温筒（ＧＷ20mm厚）＋粘着テープ巻き

屋外露出：カラー鋼管ガス管

GC～室外機：強化ガスホース

土中埋設：ＰＥ管

カラ－ガルバリウム鋼板カバーに納める。
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総合企画 （株）アーバン設計
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金属管の露出配管 2.0m以下

金属管のいんぺい配管 2.0m以下

１種金属線ぴ 1.0m以下

２種金属線ぴ 1.5m以下

PF管の露出配管 1.0m以下

PF管のいんぺい配管 1.5m以下

ただし、機械室、倉庫等を除く。

（５）灯具撤去の際は、安定器のPCB含有状況を確認し、記録を作成し提出すること。

２．施工中の安全管理には充分留意し、必要に応じて標識、仮囲いなどの安全処置を施すこと。

３．本工事において、既存建物などに損傷等を与えた場合は、受注者の責任において修復すること。

Ⅰ.一般事項

(4) 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

１．施工工程の詳細については監督員その他関係者と充分協議し、当該施設の運営等に支障をきたさないよう留意すること。

１．設計図書の順位

(1) 質問回答書 (2) 特記仕様書 (3) 設計図

Ⅲ. 注記事項

４．機器等に不具合等を発見した場合は、速やかに監督員に報告すること。

公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（最新版）・（機械設備工事編）（最新版）・（建築工事編）（最新版）

５．工事目的物引渡しまでに、施設運営上やむをえず工事対象物を使用する場合は、約款に基づく部分使用に係る手続きを行う。

公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（最新版）、（機械設備工事編）（最新版）、（建築工事編）（最新版）

６．毎作業終了時には、後片付け及び清掃を行い、作業現場の美化等に努めること。

７．既設の家具・什器等の移動については、原則受注者の責任により行うこととする。

Ⅱ. 工事仕様

３．その他

（４）改修工事の場合には改修工事前と後の照度測定を下記基準により実施し測定結果報告書を提出すること。

一般スイッチ： FL+1300、 一般コンセント： FL+300、 屋外防水コンセント： 基準面+500

（３）特記なき配線器具の取付け高さは原則として下記による。ただし、監督員その他関係者と協議すること。

（２）コンセント本体の端子による送り接続は、原則として行ってはならない。

（１) 配線器具は原則としてJIS大角型とし、フラッシュプレートは金属製とする。

２．電灯・コンセント設備工事

（２）金属管配線等において可とう性を要する部分の配管は、原則として金属製可とう管（ビニル被覆付）とする。

（１）制御盤等において前面扉に機器等が設置されるものは、本体と扉は電気的に完全に接続されるものとする。

１．幹線設備工事

JIS C7612（測定方法）

（４）屋外に使用する配管支持材等は、原則としてステンレス製とする。

（５）特記なき地中埋設管路の埋設深さは、原則としてGL-600以上とし、その中間部分には3.5倍折込型の

（３）本工事に使用する位置ボックス等は、原則として合成樹脂製アウトレットボックスとする。

下地処理：素地ごしらえ、 仕上げ ：調合ペイント ２回

（２）本工事において施工する露出の金属管（GLT管・溶融亜鉛めっき管を除く。）には原則として下記の塗装を施す。

埋設表示シートを布設する。

（１）配管の支持間隔は、原則として下記による。

公共設備工事標準図（電気設備工事編）（最新版）、（機械設備工事編）（最新版）

電気設備工事監理指針（最新版）・建築工事監理指針（最新版）・電気設備工事監理指針（最新版）
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